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将来人口推計の前提  

（0）基準人口  

男女別年齢各歳別総人口（2005年国勢調査）  

（1）出生の仮定  

将来の年次別年齢別出生率、出生性比  

（2）死亡の仮定  

将来の年次別年齢別生残率（生命表）  

（3）国際人口移動の仮定  

将来の年次別年齢別入国超過率（数）   

次期将来人口推計の仮定の概略  

（1）出生の仮定  

今後のコーホートについて、各パラメータともに低下す   

る結果、出生率は平成14年推計の仮定より低く推移する。   

（2）死亡の仮定  

高年齢層（65～70歳以上）における死亡率の低下によ   

り、平均寿命は平成14年推計の仮定より高く推移する。  

（3）国際人口移動の仮定  

日本人は平成14年推計の仮定と同水準。外国人は   
2000年以降の動向を考慮し、（入国数一出国数）は平成  
14年推計の仮定より少なく推移する。  
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出生仮定値設定コーホートの種類  

※（）内は基準人口における年齢  
Aコーホート   

実績が確定しているコーホート（50歳以上）  

Bコーホート  

Cコーホート  

モデルによる統計的推定が難しいコーホート（15－34歳）  

・＝‥■・・・・■ ＜参照コーホート ＞・・・＝＝＝‥■■  

Dコーホート  
出生について、実績データの存在しないコーホート（0～14歳）  

Eコーホート  
まだ生れていないコーホート  

コーホート出生率の投影一平成14年推計以後  
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15丘  olll 2005年時点での年齢  50■  35■  

女性の出生コーホート（出生年）  

※投影部分の数価は試行的なf定価である。  
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参照コーホートの出生仮定設定の考え方  

コーホート累積初婚率の実績値の観察  

15  20  25  30  35  40  45  50  

年 齢  
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コーホート累積初婚率の試行的投影  
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コーホート出生率の投影結果  
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女性の出生コーホート（出生年、2005年時点年  
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平均初婚年齢の試行的投影  
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平均初婚牢齢（牢）  

コーホート出生率の仮定値と盲式行的投影  
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2005年時点での年齢  50歳  35歳  15鼓  0歳  

女性の出生コーホート（出生年、2005年時点年齢）  

ー5－   



参照コーホートの夫婦出生力仮定の設定  

妻の各年齢における夫婦出生子ども数のコーホート推移  

夫
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暮の出生年  
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夫婦出生児数減少の構造  

夫婦平均出生児数（出生確率）の減少の内訳  
妻1950－54年生まれ世代からの変化  

第3子出生確率  第2子出生確率  第1子出生確率  平均出生子ども数  

「   

1955－9年1960－4年 19S5～9年1960～4年1955－9年1960－4年  1955～9年1960～4年  

妻の出生年  

出生動向婁本臍査  

結婚出生力変動係数の推移：再計算  

平成14年推計  

鱒定値  
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 ※暫定的推定値  

平成14年推計時とは計算法が異なる  

ため水準は異なるが、動静はよく  

一致している。  
0．8  
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妻の出生年  
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参照コーホートの離死別効果仮定の設定  

配偶関係の分類（数値は1955年生まれコーホートの倦※暫定推定値）  

γ：生涯未婚率  

軋＝GⅧ・／Cダなど  

離死別効果係数（∂）の構造  ＞         離婚・再婚の動向を反映  ∂＝吉（ち＋肪＋珊＋肌）           実績 （1㌘≡竃芸㌢）＼コ竺謹ト  

離死別経験者割合の動向  

女性コーホート50適時における  

離死別経験者割合とその内訳  
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コーホート（当該年を中心とする5年間の生れ）  

出∵生動向基本調査・国勢調査  ※数償は暫定的な推定価である  
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出生の仮定に関する考え方の比較  

（1）平均初婚年齢の上昇にともなう構造的な生涯未婚の増加とは、晩掛ヒによって非意図的に生ずる結婚の逸失によるものである。一方、選択的な生涯未婚傾向とは、結  

婚以外のライフコース選択の増加にともなう生涯未婚の増加傾向である。  
（2）結婚年齢が高くなるほど夫婦の完稽出生児数は加速的に減少するため、結婚年齢の上昇幅が同じであっても、子ども敷の減少幅は高い年齢においてより大きくなる傾向  
がある。  
※実績値のうち、コーホート値は暫定的な推定値である。  

平均寿命伸長の年齢要因  

－9－   



平均余命伸長の年齢別比較  
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次期死亡モデルの検証：前回モデルとの比較  

86・O T¶  

平均寿命（女性）  平成14年推計モデル   

による実績値の  

再現テスト  
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●実績値  
平均寿命（男性）  

次期推計モデル  

による実績値の   

再現テスト  

†  実績（男）   

－－－一 年齢シフトモデル（男）  

－リーカーターモデル（男）  

● 実績（女）  

一 年齢シフトモデル（女）  

－ リーカーターモデル（女）  
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国際人口移動：入国超過数（総数）  
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国際人口移動：外国人入国超過数（アジア国別）  

外国人の入国超過数［アジア］（1，000人）  
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国際人口移動（日本人）：年齢パターン  
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仮定値設定方式の主な変更点  

（（モデル））年齢別出生率モデルの経験補正の改訂  

（（生涯未婚率・平均初婚年齢））年齢別初婚率の推移との整合性の精査  

（（夫婦出生力））初婚年齢一完結出生児数の関係の再定量化を中心に改良  

（（離死別効果係数））離・再婚増加の影響を反映しうる変動型へ  

高齢期の死亡率低下（死亡遅延）を反映しうる方式の導入  

複数の仮定設定の導入  

・相手国別の動向を反映した投影  

※この資料は、次期将廃人口推計の方法と仮定粒雇を撫愉するため、考え方を亜理した  

ものであり、1体的な将来人口推計の作♯はこれから行うこととなる。  
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